










 

最近の産科領域における超音波診断法の進歩に伴い種々の先天奇形が胎児期に診断される

ようになった。昭和 51 年 1 月より 62年 1 月までに,九州大学小児外科で治療を受けた新生

児患児は 310 例で,そのうち 52 例が出生前に何等かの異常を診断された。 

 出生前診断された 52 例の患児の詳細は表 1に示したように,臍帯ヘルニア,頸部奇形腫な

どの体表の奇形 6例,横隔膜ヘルニア 2例,消化管奇形 19 例,尿路奇形 18例,卵巣嚢腫 8例

に大別され,そのうち生存は 39 例(75%)であった。これらの疾患のうち臍帯ヘルニアや横隔

膜ヘルニア,消化管奇形などは新生児期に緊急手術を要する疾患の代表的な疾患であり,い

ずれもすみやかに外科的処置が行われている。 


